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第５回環境放射能除染学会企画セッション（７月７日 １５時～１７時３０分） 

「福島の環境回復に向けた環境創造センターの役割」 

第１部 環境創造センター構成機関からの取組みの紹介 

 

KS2-1 これからの復興に向けて ～環境創造センターの概要～ 

佐藤 弘美（福島県環境創造センター副所長） 

 

東日本大震災とそれに続く東京電力福島第一発電所事故から 5 年余りが経過した。福島は、国

内外の多くの方々から、たくさんの心温まるご支援をいただきながら、一歩一歩着実に復興の歩

みを進めている。一方で、今なお、多くの県民が避難生活を続けられており、避難地域の再生、

風評・風化対策などの課題も山積している。 

県では、環境回復を福島復興の要の一つと位置づけ、ふくしまの環境回復・創造に向けた総合

的な拠点として環境創造センターの整備を進めている。 

昨年 10 月、環境創造センターの「本館」（三春町）と、センターの出張所であり原子力発電所

周辺の空間放射線の常時監視等を担う「環境放射線センター」（南相馬市）が、活動を開始した。 

今年 3 月には「研究棟」が完成し、4 月以降、原子力に関する総合的な研究機関である日本原

子力研究開発機構と、環境研究に関する中核的存在である国立環境研究所に、順次、この研究棟

に入居していただき活動を行っている。 

来る 7月 21日には、子どもから大人まで放射線について学ぶことができる展示室、360度全球

型シアターなどを備えた「交流棟（コミュタン福島）」が開所となるグランドオープン式典を実施

する。 

環境創造センターは、「モニタリング」、「調査研究」、「情報収集・発信」、「教育・研修・交流」

の 4つの機能を有している。 

福島の復興に向けては、国内外を問わず世界の英知を結集して、様々な取組を積極的に進める

ため、今後とも、研究棟に招致した日本原子力研究開発機構、国立環境研究所をはじめ、世界的

な機関である IAEAや大学等とも緊密に連携しながら、美しく豊かで、誇りある「ふくしま」を再

生し、未来を切り開くため、直面する課題に挑戦していく。 

 

 

 




